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本日のねらい

不登校についての概要
と未然に防止するための
方策、不登校状態が生じ
たときの対応策について
考えます。



本日の内容

・不登校の概要

・不登校の未然防止

・不登校の初期対応

・ケーススタディ
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不登校とは？

4文部科学省（令和５年10月）「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より

全国の不登校児童生徒数の推移



新たな不登校が生じないように
群馬県教育委員会（平成30年3月）「不登校児童生徒の自立へ向けて」より

不登校児童生徒へ
の支援だけでなく、

新たな不登校が
生じないような
学校づくりを充実

させることが求めら
れている。
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不登校の主な理由 文部科学省（令和５年10月）
「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より
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群馬県 不登校児童生徒の状況
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＜基本指針における考え方＞

• 問題行動であると受け取られないよう配慮
どの児童生徒にも起こり得るものと捉える

• 当該児童生徒を追い詰めることのないよう配慮
登校という結果のみを目標にしない

社会的に自立することを目指す

当該児童生徒の意思を十分に尊重する

• 多様で適切な教育機会の確保
不登校児童生徒支援の中核となるよう教育支援センターの機能強化

民間団体（フリースクール・ＮＰＯ法人等）との連携 ＩＣＴを活用した支援

休養の必要性を踏まえた支援

教育機会確保法のポイント



「問題ではない」とは

◇不登校というだけで、
問題行動とみなしてはいけない



「学校復帰がすべてではない」とは

◇学校復帰だけがすべてではない



不登校の背景にある社会的要因

◇学校外にも多様な学びの機会を保障する



支援の中での「学び」

◇支援のゴールは「社会的自立」



やる気がでない

・朝起きられない（夜寝るのが遅い）
・頭がぼーっとしている
・疲れている
・目標がもてない
・理由が見いだせない
・自分の役割が見えない
・必要とされていない
・家庭の事情 等
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不安な気持ち

・知らないことがたくさんある
・授業が分からない
・活動に取り組めない
・活動が楽しくない
・頑張りを認めてもらえない
・いじめや暴力がある
・集団になじめない
・家庭の事情 等
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人間関係がうまくいかない

・自己中心的な考え方しかできない
・話したり聞いたりする能力が低い
・自分に自信がない
・集団活動の不足
（成功した体験や認められた経験が少ない）
・一方通行のコミュニケーションが多い
・自分自身を見つめ直すことができない 等
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風邪に例えるならば･･･

風邪を予防したい

薬を飲む
点滴を打つ
休息をとる

丈夫で健康な
体を作ろう
丈夫で健康な
体を作ろう

早寝・早起き・朝ご飯

栄養のバランスを
考えた食事

具合が悪くなったら
大事にしよう
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不登校ならば･･･

不登校を予防したい

初期対応

日々の生活の充実日々の生活の充実

未然防止

休みそうな児童生徒や
休み始めた児童生徒の
早期発見・早期対応

生徒指導リーフ leaf.2
「不登校の予防」
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全ての子供たちに向けて

分かりやすい授業・楽しい授業
→ 学ぶ意欲の向上と基礎・基本の定着

基本的生活習慣
→ 将来の社会的自立に向けた生活習慣づくり

安心して過ごせる学校・学級
→ いじめや暴力・暴言を許さない学校

心の居場所となる学級

魅力ある学校
→ 充実感や満足感を味わえる学校
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全ての子供たちに向けて

認め合う会話・楽しい対話
→ 一人の人間として尊重し、支え合う関係

基本的生活習慣
→ 将来の社会的自立に向けた生活習慣づくり

安心して過ごせる家庭・空間
→ いじめや暴力・暴言を許さない家庭

心の居場所となる空間

魅力ある家庭
→ 充実感や満足感を味わえる家庭
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初期対応
問題が顕在化した（あるいは潜在している可
能性の高い）子供たちに向けて

【早期発見のために】
◎子供たちの状況を把握（先生との相性や
クラス環境の変化、保健室利用状況など）
◎家族間による情報の共有と実態把握態の
（要因や背景を探る「会話」が重要）

◎子供たちから発せられる不登校のサインを
見逃さない
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いつもと様子が違っ
たり、ぼんやりした
りしている。

頭痛や腹痛、気分が
悪いなど、訴えるこ
とが多くなる。

曜日等に登校を渋る。
休み明けや決まった
曜日等に登校を渋る。

保健室や職員室に行
く回数が増える。

遅刻や欠席が多くな
り、理由がはっきり
しない。

一人でいることが多
く、表情に元気がな
い。

今までとは違う友人
と付き合うようにな
り、表情が変わる。

大人に対し、反抗的
な態度をとる。

持ってきてはいけな
い物を持って行った
り、服装が乱れ始め
たりする。

【子供たちは心身のストレスを様々なサインで表している】

不登校のサインとは？（例）
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初期対応
問題が顕在化した（あるいは潜在している可
能性の高い）子供たちに向けて

◎ 連絡を密にとる（電話連絡や担任へ相談）
◎ エンパワーメントの重視（健康な部分に着目

し、本来もっている力を引き出す）
◎ 家庭での役割をもたせる（所属意識）
◎ 学年主任や養護教諭、ＳＣやＳＳＷの活用
◎ 医療機関との連携
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【子供たちが休み始めたとき】

「１日～２日」
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【子供たちが休み始めたとき】

「連続３日欠席を目安」
好ましく
ない声掛
けは…
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いじめ・不登校等問題対策研修講座【R1.8.8】大野勝恵先生 講義資料より

不登校の子供たちへの声掛け

「最近、どう？」 「最近うまくいっていることは何？」

「がんばってね！」 「がんばってるね！」

「無理しないでね」 「辛いな、大変だなと思ったら、
すぐに言っていいんだよ」

「いいね！」 「そのやり方、すごくいいね！」
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同じものも異なって見える

家族で情報共有することの大切さ

様々な角度から考えられる

多くの方策が生まれる

未然防止やベストの初期対応に

多面的な視点

多角的な視点

発想の取捨選択
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初期対応 休み始めた子供たちに向けて

家庭で対応するために家庭で対応するために
家族として、解決に向けて取り組むべき子供たちの

課題を明らかにする。（問題はたくさんある･･･）
① すぐに取り組まなければならない課題は何か
② 長期的に取り組んでいく必要がある課題は何か

① 日常的に支援が必要なのはどのような場面か
② 支援する際に、誰が、どのように関わるのか
③ 学校への連絡や対応は誰が窓口になるか

課題が明らかになったら…
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クラス環境に問題があったり、子供の心身の
バランスが崩れたりしている可能性があるため、

を行う。

生活、学習、メンタル面のサ
ポートを行う。

、経験豊富な教職員
等とともに課題を把握することで、多面的な見方
になり、新たな解決策が生まれる。

不登校の子供たちへの対応
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６月中旬、中１男子の息子Ａが「学校に行きたくない」と登校を渋っ
たが、自身の出勤時間も迫っていたため仕方なく担任へ、体調不良によ
り欠席すると連絡した。Ａは、一度思い込むとなかなか自分の考えを変
えることができないこだわりをもっている。昨日は仲のよかった生徒Ｂ
とトラブルがあったとＡから聞いていたので、心配になったが、担任か
らは何も言われなかったので、深く聞くことはなかった。

欠席は３日間続いたが、３日とも担任からの連絡があったため、母親
は、Ｂの状況を確認せず、学年主任等への相談もしなかった。欠席の理
由は３日間とも体調不良と伝えたが、母親は本当はそうではないことを
伝えられないままでいた。

７月になっても週１日～２日程度の欠席が続いたため、母親はＡにつ
いて電話で相談した。電話では、Ａの欠席の要因について話し合われた
が、Ａは学校では特に変わった様子はなかったということから、様子を
見ていくという判断で、他の要因については検討されなかった。
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夏休み明けに連続して欠席するようになったため、学年主任と担任
がＡの家庭訪問に来たが、Ａは同席しなかった。母親は「このままで
は休み癖がつき、勉強が遅れるので、早く登校させるよう先生から促
してほしい」と担任に伝えた。担任は「Ａは家庭で楽しいことがない
と言っている」「母親が学校に行くように責めてくる」「最近はゲー
ムも取り上げられ父親からも叱られる」と相談されたとのことだった。

翌日の学校の教育相談でＡの指導方針が検討される予定であったが、
会議が長引き学校に遅れて行ったため十分な時間が取れず、定期的に
電話連絡を行いながら様子を見守ることだけが決められた。その後の
電話でもＡの状況は昼夜逆転していることが報告されたが、情報共有
に終始し、有効な支援策を打ち出すことはできなかった。

その後、Ａは、徐々に自宅から外出しなくなり、現在はひきこもり
状態となっている。
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家庭の対応のポイント
スピード感のある支援
支援が遅れて欠席が長期化すると学校復帰はより難しくなる。

例えば、１日の欠席であっても子供たちの状況を把握する、連
続で欠席が続く場合はすぐに学校と家族で情報共有を図るなど、
欠席し始めた当初から適切に子供たちや学校と関わり、早期に
対応し、学校復帰できるよう指導・支援することが大切である。

組織的・計画的な指導・対応が大切
欠席の要因を担任へ正しく伝えられなかったことにより、Ａ

に対する適切な支援を阻害する結果となってしまった。不登校
の子供たちへの支援については、養護教諭やスクールカウンセ
ラー等も活用しながら、子供たちが不登校となった要因を的確
に把握し、今後解決に向けて取り組むべき課題を明確にして、
組織的・計画的に行うことが大切である。
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家庭の対応のポイント
学校・関係機関との連携
日々の生活が忙しいとしても、家庭での会話を大切にし個々

の状況に応じた働き掛けをすることが必要である。その際は、
スクールカウンセラーや必要に応じて医療機関等と連携するな
ど、家庭だけで抱え込むことのないように留意する必要がある。
また、子供たちが気軽に相談できる家庭の環境を整えることも
重要である。

不登校≠問題行動
「学校に登校する」という結果のみを目指すのではなく、自

分の今後について主体的に考え、社会的に自立できるようにす
ることを目指す支援を行うことが大切である。欠席が続くこと
により生じる問題については学校等に伝えることは必要だが、
そのことに必要以上にこだわったり、不登校が問題行動である
かのような認識に基づく対応をしたりすることは適切ではない。
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○未然防止
・認め合う会話・楽しい対話

・基本的生活習慣

・安心して過ごせる家庭・空間

○初期対応のポイント
・子供たちのサインを見逃さない

・迅速にチームで対応

・関係機関等との連携

おわりに
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ぐんまＭＡＮＡＢＩＢＡネットワーク構築事業



心と学びのサポートセンター「つなぐん」


